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【背景・目的】
北浦地域事業推進委員会では、生活習慣病予防を目的に食育活動を継続してきた。
今年度は、地域住民の食生活の実態把握を目的として長門市三隅と萩市の「ふるさとまつり」において、食品摂取の多様性に
関する健康栄養調査を実施した。

【調査対象および方法】
令和7年10月と11月に開催された、長門市三隅と萩市の「ふるさとまつり」の来場者82名（男性20名・女性62名）
体組成計による体組成測定と、食品摂取の多様性および週３回以上の運動習慣の有無に関する自記式アンケート調査を行った。

〇性別
〇年代
〇体組成測定結果
〇食品摂取の多様性
〇運動習慣
〇自由記載 の6項目

【調査項目】
対象者の属性

1０代 2０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代
８０代
以上 総計

男性 0 1 1 4 4 4 2 4 20

女性 0 2 0 2 9 6 26 17 62

【結果・考察】
20歳代から50歳代の女性は、食品摂取の多様性およびたんぱく質摂取が低い傾向にあり、この年代の女性への実行可能な情報
提供が必要と考えられる。また高齢者では多様性スコアが高い一方、運動習慣の維持やフレイル予防のための骨密度・握力測
定の要望があり来年度以降の調査項目に追加を検討する。
今回の結果をふまえ、イベント内容や指導媒体を改善し、地域に根ざした継続的な健康づくり活動を推進していきたい。

食品摂取の多様性について

ロコモチャレンジ推進協議会・東京都健康長寿センター研究所が開
発したスコアを用い、魚・油・肉・牛乳（乳製品）・野菜・海藻・
芋・卵・大豆・果物の10品目の摂取頻度について調査。
毎日７品目以上の摂取を目標とするリーフレット作成・配布した。
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(人) 食品摂取の多様性（食品別） 食品摂取の多様性スコア（点数毎の人数）

点数 0点 1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点 10点

男性 0 3 2 0 3 4 5 2 1 0 0

女性 1 0 5 5 9 6 12 5 8 8 3
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週3回以上の運動習慣の有無
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（点）食品摂取の多様性スコア平均
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（人） 食品摂取の多様性スコア性別・年代別

男性現役群 男性再雇用・退職群

女性現役群 女性再雇用・退職群
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（人） たんぱく質食品摂取スコア性別・年代別

男性現役群 男性再雇用・退職群

女性現役群 女性再雇用・退職群
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